
荷
預
所
手
数
料
を
課
し
て
い

る
こ

と
な
ど
に
つ

い

て
、

不
満
を
ぶ
つ

け
る
出
来
事
も
起
こ
っ

た
。

荷
預
所
側
は
、

運
動
内
部
の

不
一

致
が
激
し
く
な
る
の

を
お
そ
れ
、

ま
た
、

入
荷
生
糸
に

対
す
る
荷
為
替
金
融
の

原
資
不
足
も
緊
急
課
題
と
な
っ

て

き
た
の

で
、

事
態
の

早
期
解
決
を
は
か
る
方
針
を
と
る
こ

と
と
し
た
。

連
合
生
糸
荷
預

所
事
件
の

結
末

荷
預
所
を
資
金
面
で

援
助
し
て
い

た
第
一

国
立
銀
行
の

渋
沢
栄
一

は
、

東
京
商
法
会
議
所
会
頭
と
し
て
、

三

井
物
産
会
社
の

益

田
孝
と
と
も
に
、

荷
預
所
を
支
援
す
る
活
動
を
お
こ

な
い

な
が
ら
、

和
解
の

機
会
を
う
か
が
っ

て
い

た
。

そ
し
て
、

ア

メ

リ
カ

公
使
ビ

ン

ガ
ム

の

調
停
斡
旋
に

応
じ
て
、

渋
沢
と
益
田
は
、

十
一

月
二

日
に

外
商
側
と
会
談
し
、

和
解
案
を
討
議
し
た
。

和
解
案
は
、

か
ね
て

か
ら

仲
裁
役
を
か
っ

て
で

て

い

た
横
浜
引
取
商
代
表
を
経
由
し
て

荷
預
所
に

伝
え
ら
れ
、

荷
預
所
は
、

十
一

月
十
日
、

十
一

日
の
二

日
に
わ
た
る
株
主
総

集
会
に

お
い

て
、

激
論
の

末
に
、

和
解
案
を
承
認
す
る
こ

と
と
し
た
。

和
解
案
は
、

（一）
将
来
は
、

生
糸
共
同
倉
庫
を
設
け
て

取
引
方
法
の

改
良
を
は
か
る
、

（二）
当
面
は
、

従
来
ど
お
り
外
商
の

倉
庫
へ

の

引
込
み
を
続
け

る
が
、

新
た
に
、

約
定
証
書
の

交
換
、

荷
物
預
書
と
火
災
保
険
証
書
の

売
込
商
へ

の

交
付
を
取
引
慣
行
と
す
る
と
い

う
内
容
で

あ
っ

た
。

荷
預
所
側

は
、

共
同
倉
庫
と
は
荷
預
所
と
同
様
の

も
の

で

あ
り
、

将
来
そ
れ
を
設
立
す
る
こ

と
を
外
商
に
認
め
さ
せ
た
の

だ
か
ら
、

こ

の

和
解
は
、

荷
預
所
側

の

勝
利
を
意
味
す
る
と
自
賛
し
た
。

し
か
し
、

外
商
が
認
め
た
共
同
倉
庫
は
、

売
込
商
の

販
売
独
占
の

手
段
と
は
し
な
い

と
の

保
証
付
き
の

も
の

で

あ
り
、

荷
預
所
と
は
異
な
っ

て

倉
庫
業
に

力
点
が
置
か
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

そ
の

設
立
に
は
、

外
商
の

同
意
を
必
要
条
件
と
し
て
い

た

か
ら
、

将
来
の

設
立
承
認
と
い
っ

て

も
、

実
際
上
は
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ

た
。

和
解
案
は
、

形
式
的
に

は
荷
預
所
側
の

主
張
が
認

め
ら
れ
た
よ
う
に

み
え
る
が
、

実
質
的
に

は
荷
預
所
の

活
動
停
止
を
主
内
容
と
し
て

お
り
、

荷
預
所
側
の

勝
利
を
意
味
す
る
も
の

で

は
な
か
っ

た
と

い

え
る
。

新
聞
報
道
は
、

日

本
側
の

団
結
の

勝
利
と
評
価
す
る
も
の

が
多
か
っ

た
。

大
々

的
な
プ
レ

ス
・

キ
ャ

ン

ペ

ー
ン

を
収
束
す
る
に

際
し
て

は
、

将
来
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の

努
力
を
前
提
と
し
て

和
解
案
を
過
大
評
価
す
る
の

が
好
都
合
で

あ
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

和
解
案
の

内
容
と
は
別
に
、

こ

の

事
件
で

示
さ
れ
た
日

本

側
の

生
産
者
・

商
人
の

統
一

行
動
の

力
は
、

た
し
か
に
、

外
商
の

恣
意
的
な
取
引
姿
勢
に

対
す
る
強
い

牽
制
力
と
し
て

作
用
し
た
。

し
た
が
っ

て
、

全
国
的
に

盛
り
上
が
っ

た
商
権
回
復
運
動
と
し
て

は
、

か
な
り
の

成
功
で

あ
っ

た
と
評
価
す
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

十
一

月
十
九
日
か
ら
の

外
商
と
の

取
引
再
開
に

先
立
っ

て
、

横
浜
売
込
商
仲
間
は
、

「
売
込
方
心
得
及
び
検
査
方

」
と
い

う
約
束
を
取
り

決
め
、

約
定
証
書
交
換
・

荷
物
預
証
書
受
取
・

荷
渡
し
の

際
の

値
引
拒
否
・

適
正
計
量
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
、

さ
ら
に
、

不
当
な
引
取
拒
否
（
ペ

ケ

）
や
値

引
要
求
を
す
る
外
商
に

対
し
て

は
、

仲
間
一

同
が
取
引
ボ
イ
コ

ッ

ト
を
お
こ

な
う
こ

と
を
決
議
し
た
。

事
件
で

示
さ
れ
た
荷
主
と
売
込
商
の

結
合
力

を
背
景
と
す
れ
ば
、

取
引
ボ
イ
コ

ッ

ト
は
、

外
商
の

不
当
な
取
引
慣
行
を
是
正
す
る
有
力
な
手
段
と
な
る
は
ず
で

あ
っ

た
。

再
開
後
の

生
糸
取
引
は
、

事
件
中
の

巨
大
な
在
庫
の

堆
積
と
海
外
市
況
の

低
迷
か
ら
、

低
調
な
状
態
が
続
き
、

折
か
ら
の

松
方
財
政
の

影
響
も
加

わ
っ

て
、

生
糸
不
況
が
出
現
し
た
。

こ

の

な
か
で
、

買
い

手
優
位
に
立
っ

た
外
商
は
、

取
引
慣
行
の

是
正
の

約
束
を
実
行
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。

荷
預
所
事
件
、

商
権
回
復
運
動
の

成
果
は
、

た
だ
ち
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、

そ
の

後
の

取
引
ボ
イ
コ

ッ

ト
を
武
器
と
す
る
努
力
の

な
か
で
、

次
第
に

成

果
が
実
現
さ
れ
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

和
解
案
の

共
同
倉
庫
設
立
は
、

計
画
の

段
階
で

挫
折
し
、

結
局
、

渋
沢
栄
一

ら
が
東
京
に

設
立
し
た
倉
庫
会
社
、

「
均
融
会
社
」
の

活
動
に
吸
収

さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、

荷
預
所
の

倉
庫
・

設
備
は
、

そ
れ
ら
の

横
浜
支
社
と
な
っ

た
。

倉
庫
会
社
は
、

保
管
商
品
に

対
し
て

倉
庫
証
券
を
発
行
し
、

均
融
会
社
が
、

そ
の

倉
庫
証
券
に
よ
る
担
保
金
融
を
お
こ

な
う
と
い

う
商
品
金
融
制
度
が
つ

く
ら
れ
た
。

生
糸
金
融
の

充
実
に

は
役
立
っ

た
が
、

荷

預
所
の

当
初
構
想
と
は
別
の

姿
に

な
っ

た
わ
け
で
あ
り
、

地
方
荷
主
が
構
想
し
た
セ

リ
市
場
・

中
央
市
場
と
は
ま
っ

た
く
異
な
っ

た
結
末
に

終
わ
っ

た
こ

と
に

な
る
。

荷
預
所
事
件
は
、

地
方
荷
主
↓
売
込
商
↓
外
商
と
い

う
取
引
経
路
、

い

わ
ゆ
る
売
込
商
体
制
を
強
化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た

と
い

え
よ
う
。
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直
貿

易

の

発

達

荷
預
所
事
件
を
経
て

強
化
さ
れ
た
売
込
商
体
制
の

も
と
で
、

外
商
と
の

取
引
慣
行
の

是
正
と
い

う
か
た
ち
で

部
分
的
な
商
権
回
復

は
進
め
ら
れ
た
が
、

よ
り
根
本
的
な
商
権
回
復
の

た
め
に

は
、

外
商
に

よ
る
貿
易
支
配
を
打
破
し
、

直
貿
易
を
盛
ん
に

す
る
こ

と

が
必
要
で

あ
っ

た
。

明
治
政
府
も
、

は
や
く
か
ら
直
貿
易
と
く
に

直
輸
出
の

重
要
性
を
認
識
し
て

い

た
。

一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

内
務
卿
大
久

保
利
通
の

直
輸
出
奨
励
政
策
の

建
議
で

は
、

政
府
が
資
本
金
を
貸
与
し
て

直
輸
出
商
社
を
横
浜
に

設
立
す
る
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い

る
（『
商
工

政
策

史
』
第
五

巻
貿
易（
上
）
一

五
二

－
一

五
五
ペ

ー
ジ
、

以
下
本
項
は
同
書
に

よ
る

）。

こ

の

商
社
は
実
現
し
な
か
っ

た
よ
う
で

あ
る
が
、

政
府
は
、

三

井
物
産

会
社
（
一

八
七
六
年
七
月
開
業
）
な
ど
民
間
の

輸
出
業
に

対
し
て
、

荷
為
替
資
金
を
貸
与
す
る
か
た
ち
で

の

直
輸
出
奨
励
策
を
採
用
し
た
。

大
蔵
省
国

債
局
（
寮
）
か
ら
資
金
を
民
間
商
社
に

貸
与
し
、

そ
れ
を
荷
為
替
資
金
と
し
て

活
用
さ
せ
、

輸
出
品
売
上
金
の

う
ち
か
ら
、

貸
与
金
を
在
外
日
本
領

事
に
返
納
さ
せ
る
制
度
で

あ
っ

た
。

こ

の

制
度
は
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
二

月
の

横
浜
正
金
銀
行
設
立
ま
で

続
け
ら
れ
た
。

横
浜
正
金
銀
行
は
、

設
立
さ
れ
て

ほ
ど
な
く
、

政
府
準
備
金
の

な
か
か
ら
三

〇
〇
万
円
の

預
入
れ
を
受
け
、

そ
れ
を
直
輸
出
奨
励
の

た
め
の

為
替

資
金
と
し
て

運
用
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

横
浜
正
金
銀
行
は
、

海
外
に

支
店
ま
た
は

代
理
店
を
持
つ

直
輸
出
会
社
に

対
し
て

海
外
荷
為
替
金
を
貸
し

付
け
る
と
と
も
に
、

直
輸
出
品
が
横
浜
に

輸
送
さ
れ
て

く
る
ま
で
の

内
国
荷
為
替
金
融
（
地
方
銀
行
、

生
産
者
へ

の

貸
付
け
）
を
お
こ

な
っ

た
。

横
浜
正

金
銀
行
か
ら
直
輸
出
為
替
金
融
を
受
け
た
直
輸
出
商
社
と
し
て
は
、

日
本
商
会
・

同
伸
会
社
・

貿
易
商
会
・

扶
桑
商
会
・

起
立
商
工
会
社
・

三

井
物

産
会
社
・

丸
越
組
・

田
代
組
な
ど
が
お
も
な
も
の

で

あ
っ

た
。

明
治
政
府
の

直
輸
出
奨
励
は
、

大
蔵
卿
大
隈
重
信
に
よ
る
い

わ
ゆ
る
大
隈
財
政
の

時
期
に

盛
ん
に

お
こ

な
わ
れ
た
が
、

一

八
八
一

年
か
ら
の

松
方

財
政
の

時
期
に

入
る
と
、

直
接
的
な
奨
励
政
策
は
採
ら
れ
な
く
な
る
。

横
浜
正
金
銀
行
の

内
国
荷
為
替
金
融
が
一

時
廃
止
さ
れ
、

準
備
金
の

運
用
も

直
輸
出
奨
励
か
ら
正
貨
吸
収
に

目
的
が
変
更
さ
れ
て
い

る
。

紙
幣
整
理
を
目
指
す
松
方
財
政
は
、

緊
縮
政
策
の

う
え
か
ら
直
輸
出
奨
励
資
金
を
捻
出

す
る
余
裕
を
も
っ

て

い

な
か
っ

た
し
、

正
貨
蓄
積
の

た
め
に
は
、

直
輸
出
に

限
ら
ず
、

外
商
に
よ
る
輸
出
も
含
む
輸
出
一

般
の

伸
長
が
望
ま
れ
た
わ
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け
で

あ
る
。

一

八
八
二

年
に

廃
止
さ
れ
た
横
浜
正
金
銀
行
の

内
国
荷
為
替
金
融

は
、

八
三

年
に

「
他
所
外
国
為
替
仮
渡
金
」
制
度
と
し
て

復
活
さ
れ
る
が
、

こ

れ

も
、

直
輸
出
に

対
象
を
限
っ

た
も
の

に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

松
方
財
政
以
降
は
、

直
貿
易
の

直
接
的
奨
励
政
策
は
採
ら
れ
る
こ

と
な
く
、

資
本
主
義
の
一

般
的
な
発

達
の

な
か
で
、

直
貿
易
も
発
達
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

直
貿
易
が
ど
の

よ
う
に

発
達
し
た
か
を
、

全
国
貿
易
に

お
け
る
日

本
商
・

外
商

取
扱
い

構
成
比
で

み
る
と
、

表
二

－

六
五

の

と
お
り
で

あ

る
。

一

八
七
六
年
に

は
、

輸
出
・

輸
入
と
も
に
、

日
本
商
取
扱
い

分
は
一

㌫
台
に

す
ぎ
な
か
っ

た
が
、

直
輸
出
奨
励
政
策
の

展
開
と
と
も
に
、

輸
出
の

日
本
商
取
扱
い

分
は
伸
び
て
、

一

八
八
〇
年
に
一

三
・

四
㌫
を
占
め
る
に
い

た
っ

た
。

し
か
し
、

そ
の

後
一

八
八
〇

年
代
に
は
、

直
輸
出
の

割
合
は
一

一

㌫
前
後
の

水
準
で

伸
び
悩
ん
で

お
り
、

一

八

九
〇
年
代
に

入
っ

て

か
ら
急
速
な
伸
長
を
示
し
て
い

る
。

輸
入
で

は
、

直
輸
入
の

割
合
は
、

は
じ
め
直
輸
出
よ
り
低
い

数
値
を
示
し
て
い

る
が
、

一

八
八
〇
年
代
を

通
し
て
徐
々

に

伸
長
し
、

八
〇
年
代
末
に

は
、

直
輸
出
割
合
を
追
い

越
し
、

九
〇

年
代
央
に
は
三

〇
㌫
近
い

水
準
に

達
し
て
い

る
。

日
本
の

資
本
主
義
が
、

綿
紡
績

業
を
ひ
と
つ

の

基
軸
と
し
て

発
達
し
、

原
料
綿
花
の

輸
入
が
一

八
八
〇
年
代
後
期

か
ら
、

綿
糸
の

輸
出
が
九
〇
年
代
に
入
っ

て

か
ら
急
速
に

拡
大
す
る
な
か
で
、

直

表2－65　日本商・外商の貿易取扱い割合

注　大蔵省『大日本外国貿易四十六年対照表』による。輸出総額には船用，輸入総額には官省
分を含むので，日本商・外商構成比合計は100にならない。
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輸
出
・

直
輸
入
の

割
合
は
伸
び
て

い
っ

た
と
み
て
よ
い
。

横
浜
貿
易
に
お
け
る
直
貿
易
の

比
重
は
明
ら
か
で

な
い

が
、

一

九
〇
〇（
明
治
三

十
三

）年
に
つ

い

て
は
、

輸
出
の

日

本
商
取
扱
い

分
二

三
・

二

㌫
、

外
商
取
扱
い

分
七
六
・

八
㌫
、

輸
入
の

日

本
商
取
扱
い

分
二

八
・

六
㌫
、

外
商
取
扱
い

分
七
一

・

四
㌫
と
い

う
数
値
が
得
ら

れ

る
（『
横
浜
貿
易
新

報
』
所
載
数
値
に
よ
る
山
口

和
雄
推
計
、

『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
上

三

四
ペ

ー
ジ

）。

こ

れ
を
同
年
の

全
国
輸
出
（
船
用
を
除
く
）
の

日
本
商
取
扱
い

分
三

七
・

〇
㌫
、

外
商
取
扱
い

分
六
三
・

〇
㌫
、

全
国
輸
入
（
官
省
分
を
除
く

）
の

日

本
商
取
扱
い

分
三

九
・

四
㌫
、

外
商
取
扱
い

分
六
〇
・

六
㌫
と
い

う
数

値
（
大
蔵
省
『
大
日

本
外
国
貿
易
四
十
六
年
対
照
表
』）
と
く
ら
べ

る
と
、

横
浜
に
お
け
る
直
貿
易
の

割
合
は
、

か
な
り
低
い
。

統
計
資
料
の

相
違
に

よ

る
も
の

か
も
し
れ
な
い

が
、

対
ア

ジ
ア

貿
易
に

お
い

て

直
貿
易
比
率
が
高
い

こ

と
を
考
え
る
と
、

対
欧
米
貿
易
の

割
合
が
大
き
い

横
浜
貿
易
の

場
合

に
は
、

直
貿
易
比
率
が
低
く
な
っ

て
い

る
と
み
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

直
貿
易
の

発
達
は
、

居
留
地
貿
易
体
制
を
次
第
に

掘
り
く
ず
し
て
い
っ

た
が
、

明
治
前
期
に
は
、

な
お
、

居
留
地
貿
易
が
、

横
浜
貿
易
の

基
軸
で

あ
っ

た
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

二

　
明
治
前
期
の

輸
出
入
動
向

輸
出

品

の

構

成

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
か
ら
一

八
九
六
（
明
治
二

十
九
）
年
ま
で
の

期
間
の

横
浜
か
ら
の

輸
出
の

主
要
品
別
構
成
を
み
る
と
、

表

二
－

六
六
の

と
お
り
で

あ
る
。

全
期
間
を
と
お
し
て
、

生
糸
が
第
一

位
を
占
め
て
い

る
。

第
二

位
は
、

一

八
八
〇
年
代
ま
で

は
茶

で

あ
る
が
、

一

八
九
〇
年
代
に

は
、

茶
に

代
わ
っ

て
、

絹
織
物
が
第
二

位
を
占
め
る
に
い

た
る
。

絹
織
物
単
品
と
し
て

は
、

一

八
九
四
年
以
降
、

第

二

位
の

座
を
確
保
す
る
が
、

絹
織
物
と
絹
ハ

ン

カ
チ
ー
フ

を
合
わ
せ

た
数
値
で

は
、

一

八
九
一

年
以
降
、

茶
を
上
回
っ

て

い

る
。

生
糸
・

絹
織
物
・
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絹
製
品
な
ど
絹
業
関
係
品
が
、

上
位
輸
出
品
の

地
位
を
独
占
す
る
と
い

う
横
浜
貿

易
の

構
造

は
、

一

八
九
〇
年
代
に
入
っ

て

確
立
さ
れ
た
わ

け
で

あ
る
。

な
お
、

絹
業
関
係
品
で
、

明
治
初

期
輸
出
を
に

ぎ
わ
せ
た
蚕
種
は
、

一

八
八
〇
年

ま
で

は
輸
出
第
三

位
の

地
位
に

あ
る
が
、

一

八

八
〇
年
代
後
半
以
降
は
事
実
上
消
滅
し
、

繭
輸

出
も
構
成
比
は
小
さ
い
。

絹
業
関
係
品
と
茶
に

つ

い

て

は
、

の

ち
に

述
べ

る
こ

と
と
し
て
、

そ

の

他
の

主
要
商
品
を
概
観
し
よ
う
。

一

八
八
四
年
か
ら
一

八
九
一

年
ま
で
、

輸
出

第
三

位
に

あ
り
、

そ
の

後
も
大
き
い

構
成
比
を

示
し
て
い

る
の

は
銅
で

あ
る
。

銅
の

輸
出
は
、

開
港
以
来
、

幕
府
・

明
治
政
府
に

よ
っ

て

規
制

さ
れ
て
い

た
が
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
二

月
か
ら
は
、

自
由
に

な
っ

た
。

し
か
し
、

し
ば

ら
く
の

間
は
、

銅
鉱
山
の

経
営
が
、

明
治
維
新

表2－66　横浜主要輸出品（1876－1896年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。「水産3品」は，昆布・干あわび・するめの合計。総額は

1000円位で4捨5入。「その他」は表出数値の残差として計算した。『横浜市史』資料編2

62，64，66，79－81，85，87，88，90，93，96，97，103，104ページによる。
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期
に

官
営
に

移
さ
れ
た
り
民
営
に

転
じ
た
り
す
る
変
動
が
あ
っ

て
、

銅
生
産
は
不
安
定
な
状
態
を
続
け
、

輸
出
高
も
変
動
が
激
し
か
っ

た
。

別
子
を

は
じ
め
と
す
る
西
日

本
の

産
銅
は
、

神
戸
か
ら
輸
出
さ
れ
、

横
浜
か
ら
は
、

は
じ
め
は
阿
仁
・

尾
去
沢
な
ど
奥
羽
地
方
銅
山
の

産
銅
が
、

続
い

て

足

尾
産
銅
が
輸
出
さ
れ
た
。

と
く
に
、

古
河
市
兵
衛
に

よ
る
足
尾
銅
山
の

再
開
発
が
成
功
し
た
一

八
八
二

年
以
降
、

横
浜
か
ら
の

銅
輸
出
は
順
調
に

伸

び
は
じ
め
、

足
尾
の

横
間
歩
大
直
利
採
掘
が
軌
道
に
の
っ

た
一

八
八
四
年
以
降
は
、

輸
出
高
が
激
増
し
た（
古
河
に
つ

い

て

は
、

古
河
鉱
業
株
式
会
社
『
創

業
一

〇
〇
年
史
』
に

よ
る

）。

古
河
は
、

一

八
八
八
年
に
、

横
浜
外
商
ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

＝

マ

セ

ソ

ン

商
会
と
、

二

八
か
月
の

間
に
一

万
九
〇
〇
〇
ト
ン

の

産
銅
を
、

定
価
格
で

売
り
渡
す
契
約
を
結
ん
だ
。

ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

＝

マ

セ

ソ

ン

商
会
は
、

フ

ラ
ン

ス

の

銅
シ

ン

ジ

ケ
ー

ト
の

依
頼
に

よ
っ

て

日
本

産
銅
の

買
付
け
を
お
こ

な
っ

た
も
の

で
、

シ

ン

ジ

ケ
ー
ト

が
世
界
的
な
銅
買
占
め
に

失
敗
し
て
一

八
八
九
年
に

破
綻
し
た
の

ち
も
、

古
河
と
の

契
約

は
履
行
し
た
。

一

八
九
〇
年
前
後
の

横
浜
銅
輸
出
の

大
き
な
変
動
は
、

こ

の

よ
う
な
事
情
の

反
映
で

あ
っ

た
。

全
国
銅
輸
出
額
の

な
か
で

横
浜
か
ら

の

輸
出
が
占
め
る
割
合
は
、

か
な
り
変
動
的
で

あ
る
が
、

足
尾
銅
輸
出
が
盛
ん
と
な
っ

た
一

八
八
四
年
以
降
は
、

四
〇
－
六
〇
㌫
の

間
の

数
値
に
な

っ

て

い

る
。

漆
器
は
、

横
浜
を
拠
点
輸
出
港
と
す
る
特
産
輸
出
品
で

あ
る
。

開
港
初
期
か
ら
、

江
戸
と
駿
河
の

漆
器
問
屋
が
横
浜
に

出
店
し
て

売
込
み
を
お
こ

な
い
、

ま
ず
黒
江
（
紀
州

）、

静
岡
産
品
、

つ

い

で

会
津
・

輪
島
・

山
中
な
ど
の

産
品
を
扱
っ

た
。

一

八
八
〇
年
こ

ろ
か
ら
は
、

横
浜
で

も
輸
出
漆
器

の

生
産
が
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
磯
部
喜
一

「
漆
器
工
業
の

発
達
」、

中
山
ほ
か
編
『
中
小
工
業
の

発
達
』
三

七
〇
ペ

ー
ジ

）。

全
国
漆
器
輸
出
に

対
す
る

横
浜
の

構
成
比
は
、

一

八
八
〇
年
代
前
半
期
ま
で

は
八
〇
－
九
〇
㌫
、

一

八
八
〇
年
代
後
半
期
以
降
は
七
〇
－
八
〇
㌫
で
、

き
わ
め
て

大
き

な
割
合
を
占
め
て
い

る
。

陶
磁
器
も
、

横
浜
を
拠
点
輸
出
港
の

ひ
と
つ

と
す
る
輸
出
品
で
、

は
じ
め
は
、

美
術
工
芸
品
と
し
て

輸
出
さ
れ
る
も
の

が
多
か
っ

た

が
、

や

が

て
、

日

用
品
と
し
て

生
産
さ
れ
た
陶
器
の

輸
出
が
開
始
さ
れ
た
。

直
輸
出
商
社
森
村
組
が
、

フ

ラ
ン

ス

製
の
コ

ー
ヒ

ー

茶
碗
な
ど
を
見
本
と
し
て
、
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瀬
戸
で

素
地
を
生
産
し
、

東
京
の

絵
付
工

場
で

絵
付
け
す
る
日
用
品
向
け
輸
出
陶
器
製
造
を
開
始
し
た
の

ち
、

一

八
八
〇
年
代
後
半
期
以
降
の

横
浜

陶
磁
器
輸
出
は
日
用
品
中
心
に

発
展
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

全
国
陶
磁
器
輸
出
に

占
め
る
横
浜
の

割
合
は
、

一

八
八
〇
年
代
に
は
、

五

〇
㌫
を
上
回

っ

て

い

た
が
、

一

八
九
〇
年
代
に
入
る
と
四
〇
㌫
台
か
ら
三

〇
㌫
台
に

低
下
し
た
。

輸
出
陶
器
の

生
産
地
は
瀬
戸
で
、

集
荷
地
は
名
古
屋
で

あ
っ

た

か
ら
、

一

八
八
九
年
七
月
の

東
海
道
線
全
通
後
は
、

神
戸
港
へ

の

荷
送
が
多
く
な
っ

た
も
の

で

あ
る
。

水
産
輸
出
品
に
は
、

昆
布
・

干
あ
わ
び
・

す
る
め
・

い

り
こ
・

ふ
か
の

ひ
れ
・

貝
柱
な
ど

が
あ
る
が
、

表
二

－

六
六
に

は
、

代
表
的
な
昆
布
・

干
あ
わ
び
・

す
る
め
の

三

品
合
計
数
値

の

構
成
比
を
あ
げ
た
。

水
産
輸
出
品
は
、

主
産
地
が
北
海
道
・

三

陸
地
方
・

五

島
地
方
、

輸

出
先
が
中
国
で

あ
り
函
館
・

長
崎
か
ら
の

輸
出
も
多
い
。

資
本
主
義
発
達
の

基
軸
と
な
っ

た
綿
業
の

製
品
の

輸
出
は
、

一

八
九
〇
年
代
か
ら
伸
長
す

る
が
、

綿
糸
輸
出
は
神
戸
港
を
拠
点
と
し
て

お
こ

な
わ
れ
た
の

で
、

横
浜
港
か
ら
の

輸
出
の

割
合
は
低
く
、

横
浜
輸
出
に

占
め
る
綿
業
関
係
品
の

比
重
も
小
さ
い
。

生
糸
・

絹
製
品

・

茶
の

輸
出

横
浜
貿
易
の

最
重
要
輸
出
品
で

あ
る
生
糸
の

動
向
を
み
る
と
、

図
二

－

一

二

の

と
お
り
で

あ
る
。

明
治
維
新
後
の

最
高
を
記
録
し
た
一

八
七
六

（
明
治
九

）
年
か
ら
し
ば
ら
く
は
、

生
糸
輸
出
は
減
退
傾
向
を
示
し
た
。

こ

れ
は
、

一

方
で
、

欧
米
諸
国
が
一

八
七
三

年
恐
慌
以
来
い

わ
ゆ
る
大
不
況
期
に
あ
っ

て
、

奢
侈
品
需
要
が
縮
小

し
た
の

に
た
い

し
て
、

他
方
で
、

日
本
で

は
西
南
戦
争
を
き
っ

か
け
と
す
る
紙

幣
価
値

下

製茶見本検査の図（『皇国製茶図絵』より） 県立文化資料館蔵

©神奈川県立公文書館



落
、

イ
ン

フ

レ

ー
シ

ョ

ン

が
進
行
し
て

輸
出
品
の

生
産
価
格
の

上
昇
が
起
こ

り
、

ま
た
、

イ
ン

フ

レ

景
気
で

生
糸
の

国
内
需
要
が
拡
大
し
て

輸
出
力
が
鈍
化
し
た
と
い

う
事
情
に
よ

る
も
の

で

あ
る
。

松
方
財
政
期
に

入
る
と
、

デ
フ

レ

ー
シ

ョ

ン

下
で

生
産
価
格
は

低
下

し
、

国
内
需
要
の

減
退
が
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
を
強
め
た
か
ら
、

輸
出
拡
大
の

国
内
的
条
件
は

と
と
の
っ

た
。

お
り
か
ら
、

南
北
戦
争
後
、

力
織
機
に

よ
る

絹
織
物
生
産
を
発
展
さ
せ
て

い

た
ア

メ

リ
カ

が
、

日

本
生
糸
の

大
量
買
付
け
を
開
始
し
た
。

従
来
も
、

イ
ギ
リ
ス

を
経
由

し
て

日

本
生
糸
が
ア

メ

リ
カ
に
流
れ
て

い

た
が
、

ア

メ
リ
カ

絹
業
が
中
国
糸
か
ら
日

本
糸

へ

原
料
を
転
換
す
る
に
い

た
っ

て
、

日

本
糸
は
、

横
浜
か
ら
ア

メ

リ
カ

に

直
送
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

連
合
生
糸
荷
預
所
事
件
（
一

八
八
一

年
）
の

影
響
で

持
越
在
庫
輸
出
が
加

わ
っ

た
一

八
八
二

年
と
、

イ
タ
リ
ア
・

中
国
養
蚕
不
作
見
込
み
の

思
惑
需
要
が
大
き
か
っ

た
一

八
八
三

年
の

二

年
間
は
、

特
殊
事
情
に

よ
る
輸
出
昂
進
年
と
み
れ
ば
、

一

八
八
一

年

以
降
、

生
糸
輸
出
は
ア

メ
リ
カ

向
け
を
軸
に

好
調
に

伸
長
し
た
と
い
っ

て

よ
い
。

日
本
生

糸
の

輸
出
先
は
、

一

八
八
四
年
以
降
、

フ

ラ

ン

ス

中
心
か
ら
ア

メ
リ
カ
中
心
に

転
換
し
、

ア

メ

リ
カ

向
け
が
輸
出
の

五

〇
㌫
を
こ

え
る
よ
う
に

な
っ

た
。

そ
の

後
も
、

生
糸
輸
出
は
、

一

八
九
〇
年
に
は
、

ア

メ

リ
カ
の

「
シ

ャ

ー
マ

ン

銀
購
入

法
」
実
施
に

と
も
な
う
銀
価
格
の
一

時
的
高
騰
に
よ
っ

て

激
減
し
、

一

八
九
三

年
に
は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

養
蚕
豊
作
の

た
め
に

減
退
し
、

一

八
九
六
年
に

は
、

ア

メ

リ
カ
の

不
況
と
絹

図2－12　横浜からの生糸輸出（1876－1896年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。『横浜市史』資料編2　62，85ページによる。
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織
物
生
産
過
剰
の

た
め
に
激
減
す
る
と
い

う
変
動
を
示
し
な
が
ら
急
速
な
増
加
傾
向
を
た

ど
っ

て
い

る
。

本
節
が
対
象
と
す
る
期
間
の

輸
出
最
低
年
一

八
八
〇
年
と
く
ら
べ

て
、

最

高
年
一

八
九
五

年
の

生
糸
輸
出
は
、

数
量
で

約
四
倍
、

価
額
で

約
八
倍
に

拡
大
し

て

い

る
。

一

八
九
〇
年
代
に

急
速
に

拡
大
し
て
、

生
糸
に

次
ぐ
主
要
輸
出
品
と
な
っ

た

絹
織
物

は
、

品
種
で

は
羽
二

重
が
中
心
で

あ
り
、

フ

ラ
ン

ス

と
ア

メ

リ
カ

が
主
要
輸
出
先
で

あ
っ

た
。

桐
生
・

足
利
の

羽
二

重
輸
出
に
は
じ
ま
っ

て
、

や
が
て

福
井
羽
二

重
が
主
流
と
な
っ

た
。

絹
織
物
の

横
浜
輸
出
額
は
、

一

八
九
五

年
で
一

〇
六
八
万
円
に

達
し
て

お
り
、

こ

れ

は
、

同
年
の

生
糸
輸
出
の

約
五

分
の
一

の

額
で

あ
り
、

製
茶
輸
出
の

約
二

倍
に

あ
た
る
。

絹
ハ

ン

カ
チ
ー
フ

は
、

お
も
に

桐
生
産
の

生
地
を
横
浜
で

加
工

し
て

輸
出
し
た
も
の

で
、

一

八
九
五

年
の

輸
出
高
は
五
二

六
万
円
で
、

同
年
の

製
茶
輸
出
高
を
越
え
て

い

る
。

絹
織

物
・

絹
製
品
は
、

生
糸
と
同
様
に
、

横
浜
か
ら
の

輸
出
が
全
国
輸
出
の

九
〇
㌫
以
上
を
占

め
て
い

た
。

横
浜
か
ら
の

製
茶
輸
出
の

推
移
は
、

図
二

－

一

三
の

と
お
り
で
あ
る
。

製
茶
輸
出
は
、

そ
の

中
心
で

あ
っ

た
緑
茶
の

ア

メ
リ
カ

に
お
け
る
需
要
が
、

紅
茶
・

コ

ー
ヒ

ー
・

コ

コ

ア

な
ど
の

競
合
品
に

押
さ
れ
て

伸
悩
み
と
な
っ

た
た
め
に
、

一

八
八
〇
年
代
に

入
っ

て
か
ら

は
、

停
滞
状
態
を
示
す
に
い

た
っ

た
。

さ
ら
に
、

イ
ン

ド
・

セ

イ
ロ

ン

の

製
茶
と
の

競
合

図2－13　横浜からの製茶輸出（1876－1896年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。『横浜市史』資料編2　62，79ページによる。
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関
係
に

お
い

て
、

小
農
制
に
基
礎
を
置
く
日

本
製
茶
は
、

不
利
に
な
る
傾
向

が
あ
ら
わ
れ
た
。

全
国
輸
出
総
額
に

占
め
る
全
国
製
茶
輸
出
額
の

割
合
は
、

一

八
七
六
年
の
一

九
・

七
㌫
か
ら
、

一

八
九
六
年
に
は
五
・

四
㌫
に

低
下
し

た
。

全
国
製
茶
輸
出
の

六
〇
㌫
程
度
を
占
め
る
横
浜
か
ら
の

製
茶
輸
出
の

地

位
も
、

前
掲
表
二

－

六
六
で

み
た
よ
う
に

大
幅
に

低
下
し
た
。

初
期
輸
出
に

お
い

て

生
糸
に

次
ぐ
重
要
輸
出
品
で

あ
っ

た
製
茶
は
、

一

八
八
〇
年
代
ま
で

で
、

そ
の

歴
史
的
役
割
を
ほ
ぼ

果
た
し
終
わ
っ

た
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

輸

入

品

の

構

成

横
浜
へ

の

輸
入
品
の

う
ち
主
要
な
も
の

の

構
成
比
を
み
る

と
、

表
二

－

六
七
の

と
お
り
で

あ
る
。

一

八
七
六
年
か
ら

の

約
二

〇
年
間
に

お
け
る
輸
入
品
構
成
の

変
化
で

最
も
大
き
い

特
徴
点
は
、

織
物
な
ど
繊
維
製
品
の

比
重
が
低
下
し
、

鉄
鋼
・

機
械
・

薬
品
な
ど
重
化
学

工

業
製
品
の

比
重
が
上
昇
し
た
こ

と
で

あ
る
。

綿
業
絹
業
な
ど
の

軽
工
業
部

門
を
中
心
に

資
本
主
義
的
生
産
が
発
達
す
る
な
か
で
、

軽
工

業
製
品
の

自
給

度
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
、

原
材
料
・

機
械
・

設
備
等
の

国
内
需
要
が
拡
大

し
た
こ

と
の

反
映
で

あ
る
。

綿
業
関
係
で

は
、

す
で
に
一

八
七
〇
年
前
後
の

時
期
か
ら
綿
織
物
輸
入
と

先
後
を
競
う
よ
う
に
な
っ

た
綿
糸
輸
入
が
、

一

八
七
五

年
以
降
、

一

八
九
〇

図2－14　綿業関係品の横浜輸入（1876－1896年）

注　綿織物輸入の1882年までは『英国領事報告』の数値（単位ドル），それ以外は『大日本外国

貿易年表』の数値（単位円）。『横浜史市」資料編2　66－69，74，116，118ページによる。
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年
ま
で
、

途
中
三

年
を
除
い

て
、

横
浜

輸
入
第
一

位
を
占
め
て
い

る
。

綿
糸
の

横
浜
輸
入
額
は
、

図
二

－

一

四
の

よ
う

に
、

一

八
八
〇
年
を
ピ

ー

ク
に
、

松
方

財
政
期
に

は
急
減
し
、

一

八
八
六
年
ご

ろ
か
ら
の

景
気
回
復
、

企
業
勃
興
期
に

は
再
び
急
増
す
る
が
、

一

八
九
〇
年
恐

慌
後
は
ま
た
急
減
す
る
。

一

八
九
六
年

に

は
一

時
的
に

回
復
す
る
が
、

こ

の

年

が
最
後
の

ピ

ー

ク
と
な
っ

て
、

以
後
、

綿
糸
輸
入
は
急
速
に

衰
退
す
る
こ

と
に

な
る
。

一

八
九
〇
年
代
に

入
っ

て

か
ら

の

綿
糸
輸
入
の

退
勢
は
、

図
二

－

一

四

の

綿
花
輸
入
動
向
に

示
さ

れ

る

よ

う

な
、

日

本
近
代
紡
績
業
の

発
達
の

結
果

で

あ
る
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

横

浜
の

綿
糸
輸
入
は
、

全
国
綿
糸
輸
入
に

表2－67　横浜主要輸入品（1876－1896年）

注　1881年までは『英国領事報告』の数値でドル単位，1882年以降は『大日本外国貿易年表』
の数値で円単位。総額は，1000円・ドル位で4捨5入。1884年までの「毛織物」には毛綿
交織物を含む。「その他」は表出数値の残差として計算した。『横浜市史』資料編2　66－
75，106，108，111，112，114，116，118，120，125，129，131ページによる。ただし，毛織物の1887年
以降は，『横浜市史』第4巻上14ページの数値による。ゴジックは第1位を示す。
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た
い

し
て
、

一

八
八
〇
年
ま
で

は
九
〇
㌫
以
上
を
占
め
て

い

た
が
、

一

八
八
〇
年
代
に
は
比
重
が
次
第
に

低
下
し
八
九
年
に

は
四
九
㌫
と
な
り
、

一

八
九
〇
年
代
に
は
や
や
比
重
を
回
復
し
て
、

五

〇
－
六
〇
㌫
を
占
め
て
い

る
。

初
期
に

横
浜
か
ら
大
阪
・

名
古
屋
方
面
に

回
送
さ
れ
た
綿
糸
が
、

一

八
八
〇
年
代
に

神
戸
港
に

荷
揚
げ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
た
め
で

あ
る
。

綿
花
は
、

主
と
し
て

神
戸
に

輸
入
さ
れ
、

横
浜
輸
入
は
一

八
八
〇
年
代

初
め
に

は
七
〇
㌫
を
占
め
て

い

た
が
、

八
〇
年
代
末
に

は
二

〇
数
㌫
に
比
重
低
下
し
、

九
〇
年
代
に

は
一

〇
数
㌫
の

比
重
と
な
っ

た
。

し
た
が
っ

て
、

図
二

－

一

四
の

綿
糸
・

綿
花
輸
入
の

関
係
は
、

全
国
数
値
の

動
向
と
は
か
な
り
異
な
っ

て
お
り
、

全
国
数
値
で

は
、

一

八
九
〇
年
、

九
一

年
を

さ
か
い

と
し
て

綿
花
輸
入
が
綿
糸
輸
入
を
追
い

越
し
て

急
増
す
る
姿
に

な
る
。

綿
織
物
輸
入
で

は
、

横
浜
輸
入
の

対
全
国
輸
入
比
重
は
、

五
〇
－
七

〇
㌫
で
、

一

八
八
〇
年
代
よ
り
九
〇
年
代
が
低
い

が
、

さ
ほ
ど
大
き
い

輸
入
港
変
動
は
示
し
て
い

な
い
。

全
国
数
値
で
は
、

一

八
八
九
年
、

九
〇
年

を
さ
か
い

に
、

綿
花
輸
入
が
綿
織
物
輸
入
を
追
い

越
し
て

い

る
。

毛
織
物
（
毛
綿
交
織
物
を
含
む

）
輸
入
は
、

一

八
八
〇
年
代
以
降
、

横
浜
貿
易
に

お

け
る
比
重
を
や
や
低
下
さ
せ
た
が
、

綿
織
物
の

場
合
と
は
異
な
っ

て
、

一

八
九
〇
年
代
に

も
な
お
一

〇
㌫
を
越
え
る
構
成
比
を
示
し
、

一

時
的
に

輸

入
が
激
増
し
た
一

八
九
六
年
に

は
、

横
浜
輸
入
第
一

位
に

な
っ

て

い

る
。

官
営
千
住
製
絨
所
が
一

八
七
九
年
秋
に

本
格
的
に

操
業
を
開
始
し
、

軍
用

ラ
シ

ャ

の

自
給
体
制
が
と
と
の

え
ら
れ
た
が
、

民
間
の

毛
織
物
業
の

発
達
は
立
ち
遅
れ
て

お
り
、

輸
入
依
存
度
は
、

な
お
大
き
か
っ

た
の

で

あ
る
。

横
浜
の

毛
織
物
輸
入
は
、

全
国
輸
入
の

六
〇
－
七
〇
㌫
を
占
め
て

い

た
。

綿
業
関
係
製
品
輸
入
の

比
重
が
低
下
し
た
あ
と
を
受
け
て
、

横
浜
輸
入
第
一

位
の

座
に
つ

く
年
が
多
か
っ

た
の

は
、

砂
糖
で

あ
る
。

一

八
七
五

年

に
ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

＝

マ

セ

ソ

ン

商
会
が
香
港
に

精
製
糖
工
場
を
設
け
、

一

八
八
三

年
に

は
バ

タ
ー
フ

ィ

ー
ル

ド
＝

ス

ワ

イ
ア

商
会
も
香
港
に

精
製
糖

会
社
を
設
立
す
る
な
ど
、

イ
ギ
リ
ス

系
資
本
に

よ
る
精
製
糖
生
産
が
開
始
さ
れ
た
影
響
で
、

一

八
九
〇
年
代
に

入
る
と
、

日

本
の

砂
糖
輸
入
は
、

赤

砂
糖
中
心
か
ら
白
砂
糖
中
心
に

代
わ
っ

た
。

輸
入
量
も
、

年
々

増
大
し
、

一

八
七
六
年
に

く
ら
べ

て
、

一

八
九
六
年
に

は
、

赤
砂
糖
輸
入
量
は
約
一

・

六
倍
、

白
砂
糖
輸
入
量
は
約
一

六
倍
に

な
っ

た
。

横
浜
の

砂
糖
輸
入
の

全
国
輸
入
に

占
め
る
割
合
は
、

お
お
よ
そ
、

一

八
七
〇
年
代
七
〇
㌫
台
、
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一

八
八
〇
年
代
六
〇
㌫
台
、

一

八
九
〇
年
代
五

〇
㌫
台
と
低
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。

鉄
鋼
輸
入
は
、

一

八
八
〇
年
代
後
半
の

い

わ
ゆ
る
企
業
勃
興
期
か
ら
、

拡
大
傾
向
が
著
し
く
な
り
、

一

八
九
〇
年
恐
慌
で
一

時
減
退
す
る
が
、

た

だ
ち
に

増
加
傾
向
に

転
じ
、

一

八
九
六
年
に
は
、

横
浜
輸
入
高
は
七
七
五

万
円
で
、

一

八
八
四
年
の

約
七
・

五

倍
の

額
に

達
し
て
い

る
。

鉄
鋼
輸
入

の

中
心
は
、

鉄
道
建
設
・

工

場
建
設
に
用
い

ら
れ
る
レ

ー
ル

・

条
竿
鉄
・

板
鉄
な
ど
で

あ
り
、

初
期
に

は
政
府
需
要
が
多
か
っ

た
。

横
浜
の

鉄
鋼
輸

入
は
、

全
国
輸
入
の

五
〇
－
六
〇
㌫
を
占
め
て
い

た
。

機
械
類
の

輸
入
は
、

鉄
鋼
輸
入
に
や
や
遅
れ
て

拡
大
傾
向
が
著
し
く
な
る
。

横
浜
輸
入
に

占

め
る
割
合
は
、

は
じ
め
鉄
鋼
よ
り
小
さ
か
っ

た
が
、

一

八
八
〇
年
代
末
か
ら
は
鉄
鋼
を
上
回
り
、

日

清
戦
争
期
に
は
、

船
舶
輸
入
の

急
増
が
加
わ
っ

て
、

機
械
類
は
横
浜
輸
入
第
一

位
に
な
っ

て
い

る
。

機
械
類
の

な
か
で

は
、

船
舶
・

機
関
車
・

紡
績
機
械
・

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
が
輸
入
額
が
大
き
い
。

全
国
輸
入
に

対
す
る
横
浜
輸
入
の

割
合
は
、

変
動
的
で

あ
る
が
、

お
お
む
ね
五

〇
㌫
程
度
で

あ
る
。

薬
品
・

染
料
の

輸
入
も
、

企
業
勃
興
期
以
降
拡

大
が
著
し
い
。

石
油
は
燈
火
用
が
主
で
、

横
浜
輸
入
に

占
め
る
地
位
は
変
動
す
る
が
、

あ
ま
り
傾
向
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

第
三
節
　
金
融
機
構
の

形
成

一

　
横
浜
為
替
会
社

神
奈
川
県
下
に
お
け
る
最
初
の

近
代
的
衣
装
を
ま
と
っ

た
金
融
機
関
は
、

横
浜
為
替
会
社
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

設
立
以
前
に

東
京
に

お
か
れ
た
商

法
司
・

通
商
司
が
出
張
し
て

き
て
、

事
実
上
、

金
融
活
動
を
お
こ

な
っ

て
い

た
。

そ
こ

で

本
項
で

は
、

横
浜
出
張
商
法
司
・

同
通
商
司
の

機
能
を
述

べ

た
う
え
で
、

横
浜
為
替
会
社
の

性
格
に
つ

い

て

説
明
し
て

み
よ
う
。
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横
浜
出
張
商

法
司
の

機
能

商
法
司
は
商
業
を
振
興
す
る
と
同
時
に
、

新
政
府
の

間
接
税
の

収
入
の

増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
。

京
都
を
本
司

と
し
、

東
京
・

大
阪
に

支
署
を
お
い

た
の

で
、

横
浜
に

は
東
京
商
法
司
が
出
張
し
て

き
て
、

そ
の

業
務
に

当
た
っ

た
。

明
治
元
年

十
二

月
か
ら
同
二

年
三

月
ま
で

の

記
録
を
み
る
と
、

横
浜
出
張
商
法
司
の

主
た
る
機
能
は
、

太
政
官
札
（
金
札

）
の

貸
付
け
と
洋
銀
の

買
入
れ
で

あ

っ

た
。

こ

の

間
、

貸
し
付
け
た
金
札
は
総
額
で
二

五

万
八
七
〇
〇
両
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

対
象
を
用
途
別
に

分
類
す
る
と
、

生
糸
金
融
が
五

八
㌫
を

占
め
て

お
り
、

残
り
は
洋
銀
買
入
資
金
で

あ
っ

た
。

貸
付
け
を
受
け
た
の

は
、

主
と
し
て
地
方
商
人
で

あ
っ

た
。

こ

の

場
合
、

横
浜
在
住
の

生
糸
売

込
高
（
い

わ
ゆ
る
横
浜
商
人

）
が
保
証
人
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ

た
。

し
か
し
、

金
札
に

対
す
る
国
民
の

信
頼
は
う
す
く
、

そ
の

価
値
も
下
落
し
た

の

で
、

商
法
司
は
貸
付
機
能
を
十
分
に

果
た
す
こ

と
が
で

き
な
く
な
っ

た
。

そ
し
て

明
治
二

年
三

月
に

廃
止
さ
れ
た
。

全
国
的
に
は
ま
っ

た
く
失
敗

に

終
わ
っ

た
こ

の

機
構
も
、

横
浜
で

は
生
糸
金
融
と
生
糸
売
込
み
の

た
め
の

流
通
手
段
た
る
洋
銀
の

売
買
と
い

う
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、

そ
れ
は

の

ち
の

通
商
司
・

為
替
会
社
に

引
き
継
が
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ

た
。

横
浜
出
張
通

商
司
の

機
能

商
法
司
の

業
務
の

う
ち
、

勧
商
業
務
を
通
商
司
が
受
け
継
い

だ
。

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
二

月
、

東
京
に

本
司
を
、

支
司
を
各

開
港
場
に

も
つ

通
商
司
が
設
置
さ
れ
た
。

横
浜
に

は
出
張
通
商
司
が
置
か
れ
た
。

通
商
司
の

主
た
る
任
務
は
、

外
国
貿
易
上
の

事

務
を
つ

か
さ
ど
る
こ

と
や
各
種
商
取
引
の

取
締
り
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

「
大
隈
文
書
」
に

あ

る
明
治
二

年
か
ら
三

年
二

月
ま
で

の

勘
定
帳
に

よ
る

と
、

横
浜
出
張
通
商
司
は
、

洋
銀
の

円
滑
な
供
給
と
、

外
国
人
か
ら
横
浜
商
人
が
得
た
洋
銀
を
邦
貨
に

交
換
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い

た
よ
う
に

み

え
る
。

こ

の

通
商
司
の

業
務
で

最
も
重
要
な
も
の

は
、

通
商
会
社
・

為
替
会
社
の

設
立
で

あ
っ

た
。

こ

の

二

会
社
は
互
い

に

相
補
い

あ
う
表
裏
一

体
の

機

関
で
、

明
治
二

年
五
、

六
月
以
後
、

商
業
上
の

要
地
で

あ

る
東
京
・

大
阪
・

横
浜
・

西
京（
現
在
の

京
都
）・
新
潟
・

神
戸
・

大
津
・

敦
賀
の

八
か
所

で

開
業
し
た
。
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横
浜
為
替
会

社

の

設

立

二

会
社
の

う
ち
、

通
商
会
社
が
と
く
に

外
国
貿
易
の

振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
の

に

た
い

し
て
、

為
替
会
社
は
そ
の

振
興

に

必
要
な
資
金
を
融
通
し
て
、

通
商
会
社
に

援
助
を
与
え
、

あ
わ
せ
て

民
間
の

金
融
を
円
滑
に

す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

も
と

も
と
「
為
替
会
社
」
と
い

う
言
葉
は
、

B
ank

の

訳
語
で

あ
り
、

そ
の

意
味
か
ら
い
っ

て

も
、

わ
が
国
最
初
の

金
融
機
関
で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

そ

の

業
務
は
、

政
府
の

貸
付
金
（
太
政
官
札
）、

社
中
の

身
元
金
（
自
己
資
本
）、

諸
預
り
金
、

銀
行
券
の

発
行
に
よ
っ

て

資
金
を
調
達
し
、

そ
れ
を
貸
し

付
け
、

為
替
業
務
、

両
換
、

洋
銀
お
よ
び
古
金
銀
売
買
等
に

運
用
す
る
こ

と
に

あ
っ

た
。

と
く
に

重
視
さ
れ
た
の

は
太
政
官
札
の

貸
付
機
関
と
い

う

こ

と
で

あ
っ

た
が
、

い

ず
れ
も
経
営
不
振
に

お
ち
入
り
、

解
散
す
る
に
い

た
っ

た
。

し
か
し
、

横
浜
為
替
会
社
の

み
は
生
糸
金
融
・

貿
易
金
融
に

業
績
を
残
し
た
う
え
で
、

横
浜
第
二

国
立
銀
行
に

引
き
継
が
れ
た
。

横
浜
為
替
会
社

の

設
立
は
、

明
治
二

年
五

月
で

あ
っ

た
。

設
立
時
の

株
主
構
成
を
み
る
と
、

総
額
二

〇
万
両
の

う
ち
、

特
権
商
人
（
三

井
組
）
は
一

〇
㌫
で
、

残
り

は
す
べ

て

横
浜
商
人
で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

横
浜
商
人
の

な
か
が
二

つ

の

グ
ル

ー
プ
に

分
か
れ
た
。

一

つ

は
昔
か
ら
の

名
主
層
、

旧
家
で

総
年
寄
を

し
た
こ

と
の

あ
る
在
地
地
主
層
で
、

こ

の

な
か
に

は
、

石
川
徳
右
衛
門
・

石
川
又
四
郎
・

石
川
半
右
衛
門
等
が
含
ま
れ
る
。

他
の
一

つ

は
地
方
出
身

者
で
、

金
額
の

う
え
か
ら
も
、

業
務
に

従
事
し
た
う
え
か
ら
も
、

よ
り
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。

こ

の

な
か
に

は
、

原
善
三

郎
・

茂
木
惣
兵
衛
な
ど

が
含
ま
れ
た
。

そ
し
て
、

こ

の

二

人
を
含
め
た
売
込
商
が
主
導
権
を
握
っ

た
。

設
立
初
期
の

機
構
を
み
て

も
、

田
中
平
八
・

金
子
平
兵
衛
・

鈴
木
保

兵
衛
・

増
田
嘉
兵
衛
と
い

う
よ
う
な
横
浜
商
人
た
ち
が
主
導
権
を
握
っ

て
い

た
。

生
糸
売
込
商
を
中
心
と
す
る
こ

れ
ら
地
方
出
身
の

横
浜
商
人
は
、

当
時
よ
う
や
く
そ
の

経
済
的
地
位
を
高
め
て

き
て

お
り
、

そ
の

商
取
引
に

横
浜
為
替
会
社
を
利
用
す
る
こ

と
に

利
点
の

あ
る
人
び
と
で

あ
っ

た
。

横
浜
為
替
会

社
の

経

営

横
浜
為
替
会
社
の

経
営
形
態
を
図
示
す
る
と
、

図
二

－

一

五
の

と
お
り
で

あ
る
。

ま
ず
、

資
金
調
達
の

側
面
か
ら
な
が
め
て

み
よ

う
。

身
元
金
は
自
己
資
本
を
意
味
し
、

初
期
の

構
成
は
前
述
の

と
お
り
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
月
一

㌫
の

確
定
利
付
証
券
の

か
た
ち

を
と
り
、

譲
渡
す
る
こ

と
も
可
能
で

あ
っ

た
が
、

常
に

総
額
を
満
た
し
て

い

た
わ
け
で

な
く
、

日
締
帳
で

は
絶
え
ず
変
動
し
て

い

た
。

預
金
は
社
外

©神奈川県立公文書館



の

者
か
ら
の

も
の

で
、

月
一

㌫
の

利
子
の

つ

く
要
求
払
預
金
の

か
た
ち

を
と
っ

て
い

た
。

こ

の

よ
う
な
形
式
だ
け
み
て
い

る
と
、

身
元
金
と
の

厳
密
な
区
別
は
な
く
、

た
だ
、

社
中
・

社
外
の

預
り
金
と
い

う
区
別
が

な
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

し
か
も
、

社
外
か
ら
の

預
金
は
き
わ
め

て

小
さ
か
っ

た
。

後
述
の

私
立
銀
行
で

あ
っ

た
三

井
組
横
浜
店
の

預
金

と
比
較
し
て
、

官
金
預
金
を
含
め
て

き
わ
め
て

小
さ
か
っ

た
こ

と
が
注

目
さ
れ
る
。

政
府
は
為
替
会
社
を
保
護
し
、

か
つ

国
民
が
太
政
官
札
を

嫌
う
こ

と
に

よ
っ

て

生
ず
る
正
貨
に

対
す
る
紙
幣
価
値
の

大
幅
な
下
落

を
防
ぐ
た
め
、

太
政
官
札
の

貸
下
げ
を
お
こ

な
っ

た
。

当
時
の

財
政
収

入
に

占
め
る
政
府
紙
幣
発
行
の

比
重
は
高
く
、

明
治
二

年
一

月
か
ら
九

月
に

お
い

て

は
七
〇
㌫
の
、

ま
た
明
治
二

年
十
月
か
ら
三

年
九
月
に

お

い

て

は
二

五

㌫
の

シ
ェ

ア

を
占
め
て
い

た
。

こ

の

う
ち
、

三

〇
万
両
が

横
浜
為
替
会
社
に

貸
し
付
け
ら
れ
た
が
、

こ

の

政
府
貸
付
金
の

調
達
資

金
全
体
に

占
め
る
比
率
は
、

常
に
二

〇
㌫
前
後
を
占
め
て

い

た
。

横
浜

為
替
会
社
も
他
の

為
替
会
社
と
と
も
に
、

政
府
紙
幣
の

貸
付
機
関
と
い

う
一

面
を
も
っ

て

い

た
こ

と
を
指
摘
で

き
よ
う
。

横
浜
為
替
会
社
は
、

金
券
、

洋
銀
券
、

銀
銭
札
の

三

種
類
を
発
行
し
た
が
、

重
要
な
も
の

は
前
二

つ

で

あ
っ

た
。

会
社
に

許
可
さ
れ
た
金
券
発
行

高
は
一

五

〇
万
両
で
、

内
訳
は
二

十
五
両
券
一

四
七
万
五

〇
〇
〇
両
、

一

両
券
二

万
五

〇
〇
〇
両
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

金
券
は
文
字
通
り
正
貨
（
正

図2－15　横浜為替会社の経営形態
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金

）
兌
換
と
な
っ

て
い

た
た
め
、

準
備
金
の

制
約
が
あ
っ

て
、

現
実
に

は
多
額
の

金
券
を
発
行
す
る
に
は
い

た
ら
な
か
っ

た
。

初
期
に

お
い

て

は
ほ

と
ん
ど
流
通
せ
ず
、

そ
の

た
め
東
京
為
替
会
社
の

為
替
札
を
借
り
入
れ
て
い

た
が
、

そ
の

後
、

徐
々

に

流
通
し
は
じ
め
た
。

し
か
し
、

そ
の

金
額
は
わ
ず
か
で
、

た
と
え
ば
明
治
六
年
四
月
に

お
い

て
は
わ
ず
か
二

九
万
四
八
七
二

両
が
流
通
し
た
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

洋
銀

券
と
し
て
は
、

一

〇
〇
ド
ル

・

一

〇
ド
ル

の

二

種
類
が
発
行
さ
れ
た
。

当
時
の

貿
易
通
貨
と
し
て
の

洋
銀
の

相
場
は
、

外
国
商
品
の

輸
出
入
高
に
よ

っ

て

騰
落
し
た
の

で
、

外
国
商
人
が
自
由
に

相
場
を
あ
や
つ

る
こ

と
が
で

き
た
。

そ
こ

で
、

政
府
は
洋
銀
相
場
の

権
利
を
わ
が
国
の

側
に

も
持
た
せ

る
た
め
、

横
浜
為
替
会
社
の

み
に

洋
銀
券
発
行
を
許
可
し
た
。

通
商
司
に

対

し
て

会
社
が
提
出
し
た
洋
銀
券
発
行
の

請
願
書
（
明
治
二

年
十
一

月
）
に
よ
れ

ば
、

洋
銀
券
発
行
の

理
由
と
し
て
は
、

横
浜
商
人
が
外
国
人
の

手
形
を
受
け

取
り
長
く
も
っ

て
い

て

も
、

そ
の

外
国
人
の

帰
国
ま
た
は
不
慮
の

災
難
等
の

出
来
事
に

よ
り
洋
銀
に

引
き
換
え
ら
れ
な
い

も
の

が
あ
り
、

つ

い

に

は
破
産

し
た
も
の

も
あ
る
の

で
、

日

本
側
で

洋
銀
券
を
発
行
し
た
い

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

洋
銀
券
発
行
額
が
ど
の

程
度
か
は
資
料
的
に

明
ら
か
で

な
い

が
、

か
な
り

利
用
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

の

業
務
が
の

ち
の

第
二

国
立
銀
行
に

引

き
継
が
れ
た
こ

と
か
ら
も
、

そ
の

重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

資
金
の

運
用
に

お
い

て

最
も
重
要
な
も
の

は
、

貸
付
け
で
あ
っ

た
。

「
為

替
会
社
規
則
」
に

よ
る
と
、

（一）
原
則
と
し
て

担
保
貸
付
（
貸
付
金
額
は
担
保
価

横浜為替会社札（金券） 日本銀行蔵
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値
の

七
〇
㌫
ま
で

）
に

限
定
さ
れ
、

二

人
の

保
証
人
を
要
す
る
こ

と
、

（二）
あ
る
種
の

貸
付
け
に
つ

い

て

は
、

と
く
に

担
保
品
が
な
く
と
も
、

頭
取
・

組
合
役
員
等
が
連
名
で

申
し
出
れ
ば
貸
し
付
け
て

よ
い
、

（三）
諸
地
方
か
ら
集
荷
し
た
商
品
を
担
保
と
す
る
貸
付
け
も
証
人
が
い

れ
ば
可
能
で

あ
る
こ

と
、

（四）
貸
付
金
利
息
は
月
一

・

五

㌫
と
す
る
、

な
ど
が
当
時
の

貸
付
け
の

主
要
な
性
格
で
あ
っ

た
。

横
浜
為
替
会
社
の

貸
付
け
の

全
貌
を
理
解
す
る

資
料
は
な
い
。

た
だ
、

為
替
会
社
の

重
要
な
機
能
の

ひ
と
つ

が
太
政
官
札
の

貸
付
け
に

あ
っ

た
こ

と
か
ら
、

あ
る
程
度
の

役
割
を
果
た
し
て

い

た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
九
月
の

第
二

国
立
銀
行
移
行
の

際
の

「
引
当
貸
之
調
書
」
と

「
貸
金
損
金
高
貸
付
明
細
書
」
に

よ
っ

て

貸
付
け
の

内
容

を
検
討
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
担
保
別
で

は
、

四
〇
㌫
が
地
券
地
所
引
当
、

一

九
㌫
が
生
糸
呉
服
類
引
当
、

三

㌫
が
二

分
利
引
当
と
な
っ

て

お
り
、

残

り
は
水
道
会
社
・

商
法
社
貸
付
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

貸
付
対
象
は
主
と
し
て

横
浜
商
人
・

地
方
商
人
で

あ
っ

た
。

一

八
七
三

年
九
月
末
の

貸
付
金
損

金
日
込
額
一

八
万
三

八
八
一

円
の

う
ち
、

社
中
分
（
一

四
人

）
は
六
八
㌫
に

当
た
る
一

二

万
三

五
一

五

円
と
な
っ

て
い

る
。

そ
の

引
当
て

は
、

生
糸

・

茶
・

油
等
で

あ
っ

た
こ

と
を
考
え
る
と
、

横
浜
商
人
・

地
方
商
人
の

運
転
資
金
と
し
て

貸
付
額
が
使
用
さ
れ
、

彼
ら
は
横
浜
為
替
会
社
の

媒
介
を
、

経
済
上
の

地
位
上
昇
の
一

手
段
と
し
て
い

た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

こ

の

ほ
か
、

為
替
業
務
も
活
発
で
、

当
時
の

横
浜
を
中
心
と
し
た
商
取
引
の

決
済
機
構
と
し
て

重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。

こ

れ
は
東
京
為
替
会
社

を
は
じ
め
、

新
潟
・

西
京
・

大
阪
・

神
戸
各
為
替
会
社
と
の

間
の
コ

ル

レ

ス

取
引
を
通
じ
て

お
こ

な
わ
れ
た
。

以
上
を
通
じ
て
、

横
浜
為
替
会
社
が
形
式
的
に

も
実
質
的
に

も
き
わ
め
て

不
完
全
な
金
融
機
関
で

あ
っ

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の

性
格
は
、

預

金
銀
行
と
い

う
よ
り
発
券
銀
行
と
い
っ

た
方
が
正
し
い

と
思
わ
れ
る
金
融
機
関
で

あ
る
。

そ
し
て
、

造
出
し
た
資
金
と
政
府
か
ら
の

借
入
金
を
、

横

浜
商
人
に

貸
し
与
え
る
貸
付
機
関
で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

こ

の

よ
う
に
、

横
浜
為
替
会
社
は
他
の

為
替
会
社
と
異
な
り
、

横
浜
商
人
に

と
っ

て

ひ
と
つ

の

存
在
理
由
を
も
っ

た
金
融
機
関
で

あ
っ

た
た
め
、
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前
述
の

よ
う
に
、

他
の

為
替
会
社
が
解
散
し
て
い

く
な
か
で
、

ひ
と
り
第
二

国
立
銀
行
に

そ
の

業
務
を
引
き
継
ぐ
こ

と
と
な
っ

た
。

二

　
第
二

国
立
銀
行

為
替
会
社
が
会
社
組
織
の

不
完
全
性
と
経
営
の

非
近
代
化
に

よ
っ

て

行
き
詰
ま
っ

た
の

ち
、

政
府
は
商
業
金
融
機
関
の

新
し
い

形
態
と
し
て

国
立

銀
行
を
設
立
す
べ

く
、

「
国
立
銀
行
条
例

」（
明
治
五

年
十
一

月

）
を
制
定
し
た
。

こ

の

条
例
に

も
と
づ

い

て

当
初
神
奈
川
県
下
に

設
立
さ
れ
た
の

は
、

横
浜
の

第
二

国
立
銀
行
の

み
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

本
項
で

は
第
二

国
立
銀
行
の

設
立
経
過
と
初
期
の

性
格
に
つ

い

て

述
べ

て

み
よ
う
。

第
二

国
立
銀
行

の

設

立

経

過

「
国
立
銀
行
条
例

」
に
は
、

（一）
資
本
金
（
五

万
円
以
上

）
の

六
割
に

相
当
す
る
政
府
紙
幣
を
政
府
に

上
納
せ

し

め
、

政
府
は
こ

れ
と
引
き
換
え
に

六
分
利
付
金
札
引
換
公
債
証
書
を
下
付
し
、

銀
行
は
こ

の

公
債
証
書
を
さ
ら
に

発
行
紙
幣
の

抵
当
と
し
て

政

府
に

預
け
入
れ
、

同
額
の

銀
行
紙
幣
の

下
付
を
受
け
、

こ

れ
を
営
業
資
金
に

あ
て

る
こ

と
、

（二）
銀
行
は
そ
の

準
備
と
し
て
、

資
本
の
一

〇
分
の

四
に

相
当
す
る
正
貨
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ

と
、

が
規
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

一

方
で

は
民
間
の

金
融
を
円
滑
に

し
よ
う
と
し
、

他
方
で

は

政
府
発
行
の

不
換
紙
幣
を
銀
行
の

兌
換
紙
幣
に

お
き
か
え
る
こ

と
を
国
立
銀
行
に

期
待
し
た
。

同
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
直
ち
に
、

横
浜
為
替
会
社
は
第
二

国
立
銀
行
へ

改
業
し
た
い

旨
の

願
書
を
提
出
し
た
。

そ
の

な
か
に

は
、

横
浜
港
が
他

の

地
方
と
異
な
り
、

外
国
人
と
の

商
取
引
を
多
く
抱
え
て
い

る
事
情
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

田
中
平
八
・

増
田
嘉
兵
衛
・

茂
木
惣
兵
衛
・

吉
田
幸
兵

衛
・

金
子
平
兵
衛
・

原
善
三

郎
の

六
名
が
発
起
人
で

あ
る
こ

と
か
ら
、

地
方
出
身
の

横
浜
商
人
が
そ
の

推
進
力
で

あ
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

の

願

書
に

対
し
て
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
一

月
に

至
っ

て

よ
う
や
く
許
可
が
お
り
た
が
、

そ

の

後
、

生
糸
暴
落
、

貿
易
不
振
な
ど
が
あ
り
、

実
際
に

資
本
金
が
集
ま
っ

て

設
立
さ
れ
た
の

は
、

一

八
七
四
年
七
月
で

あ
っ

た
。

以
上
の

経
過
を
み
て
、

第
二

国
立
銀
行
が
横
浜
商
人
に

と
っ

て
、

そ
の

商
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